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1. はじめに
二項ロジットモデルに代表されるクラス分類を目的とした線型モデルの精度評価指標として，AUC，AR

値（Somers’ D）といった順序統計量（序列精度）が重要視されている (山下・三浦 [1])．このうち，金

融機関においては AR値が最も頻繁に利用される傾向にあり，その時系列変化に大きな関心が寄せられて

いる (柳澤ほか [2])．しかし，その変化要因の分析としては，CAP曲線を時点間で比較するという定性的

ながら重要な手法はあるものの，定量的に整理する方法は確立されているとは言いがたい．本稿では格付

AR値を対象として，その変化要因を寄与度分解する基本的な手法を提案した．

2. 格付AR値の定義と格付ランク別寄与度分解
格付ランク数をM とし，格付ランク iの債務者数の構成比を ai，デフォルト率を piとする。また，ポート

フォリオ全体のデフォルト率を P =
∑

aipiとし，格付ランク iの修正デフォルト率を qi = pi/ {P (1− P )}
と定義する．このとき，格付 AR値である AR，および格付ランク iの格付 AR値への寄与度 ARi は，

AR =

M∑
i=1

ARi =
1

2

M∑
i=1

M∑
j=1

aiaj(qj − qi) sgn(j − i)， ARi =
1

2

M∑
j=1

aiaj(qj − qi) sgn(j − i)．

3. 格付AR値の変化要因に関する寄与度分解
AR → AR+∆AR，ARi → ARi +∆ARi，ai → ai +∆ai ，qi → qi +∆qi と変化したとすると，

∆AR =

M∑
i=1

∆ARi =

M∑
i=1

M∑
j=1

(Fij∆ai + Fji∆aj +Gij∆qi +Gji∆qj)，

Fij =
1

2
{aj(qj − qi) + ∆aj(qj − qi)/2 + aj(∆qj −∆qi)/2 + ∆aj(∆qj −∆qi)/3} sgn(j − i)，　

Gji =
1

2
{ai · aj +∆ai · aj/2 + ai ·∆aj/2 + ∆ai ·∆aj/3} sgn(j − i)．　

上式は，格付 AR値の変化要因を，格付ランク iの債務者数構成比変化∆aiに関する寄与度と修正デフォ

ルト率の変化∆qi に関する寄与度に分解している．2次および 3次の交差項については按分して各要因に

組み込まれている．本手法を時点間比較ではなく，予実対比に用いる場合は，∆ai = 0であり，qiが予想，

qi +∆qi が実績修正デフォルト率となる．この寄与度分解は，以下の表にて視覚的に解釈することが可能

である．実際のデータを用いた寄与度分解例については，講演時に報告する予定である．
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